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担当 :武内電子回路 中間試験

問 1.図 1の回路において、時刻 0でスイッチ Slが閉じ、十分時

間がたつてスイッチ S2が A側からB側に切り替わるとする。こ

のときのキャパシタ Cの電圧 ズ)と 流れる電流 ズ)の変化を求め

る。

1.ι>=0の時、電圧 ズうに関する微分方程式を作成せよ。ただし,
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スイッチS2は A側にあるとする.            Eθ
2.定常解と過渡解を求め、微分方程式を解け.また、ェ機 グ
ラフを描け,ただし、初期状態として、ズθ)――aと してょぃ .

電流ゴのを求め、そのグラフを描け.

回路が安定してから、その後スイッチS2が B側に変化するとする.

その時の時亥1を Tlと する,p=Tl以降の電圧 ズうに関する

微分方程式を立て、その後のァの および電流ゴのを求めよ.
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5.定常状態までの収束時間を短くするためには、抵抗 R,キャパシタ Cを どのように設定すればよいか、
時定数という言葉を用いて説明せよ.

問2図 2の回路において
1.A‐Aの左から見込んだときの回路のインピーダンス Zを求めよ。

αり
2.1.で求めたインピーダンス Zの軌跡を描け.

3.電源をめ 可L ωθωιとしたとき、電流プのをもとめよ.

4.電流ゴのの大きさが最も小さくなるときの角周波数ωを求めよ.

問3図 3・ 1の回路において、抵抗 Fで消費される電力を最大にしたい。
る最大電力を求める。ただし、電源はθの町%あθω

`と
せよ.

1.図 3‐ 1の回路を、変形して図 3‐2の回路を導出せよ.ヒ ント:A‐バ,
いよ。

2.抵抗 rで消費される電力が最大になるときの rの値を求めよ.

3.2.の ときの抵抗 Fの電圧 vOを もとめよ.
4.2.の とき抵抗 rか ら取り出せる最大電力を求めよ。
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次の手順で、抵抗 rから取り出せ

B‐B'の境界でテブナンの定理を用
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